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キャリア形成上の困難に備えた
キャリア開発プログラムの効果評価
2022年度キャリア開発Cアンケート結果に基づいて
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問題と目的
キャリア教育は発達段階に応じた課題への
気づきと発達を促すものであり，各学校段階
でキャリア教育が行われている。しかし実際
は，小中学校では勤労観の育成を目的とした
職業経験，高校では進路指導が行われてお
り，大学では職業への準備教育が行われてい
るのが現状とされる（前田，2020）。一方で，
2000年代の不安定な雇用環境を背景に新たな
キャリア理論が生まれ（Savickas，2005など），
キャリア教育には失業や貧困，格差などの社
会的問題の解決の糸口としての役割も期待さ
れている。
では，女性に対するキャリア教育に求めら
れるものとは何か。労働政策研究・研修機構
（2020）が早期離職した若者を調査し，特に
地方の女性や低学歴の若者が不安定な職に留
まる傾向を指摘した。そして離職や転職を前
提としたキャリア教育の必要性を指摘してい
る。本田（2009）は，キャリア教育には働く

側が仕事の世界からの要請に「適応」するこ
とと，働く側が適切な手段を通じて「抵抗」
することの視点が必要だとした。「抵抗」に
は若者に労働の実態・制度・構造に関する厳
然たる知識を伝え，「事実漬け」にすること
が有効であるとしている。女性はライフイベ
ントにより離転職の機会が多い。そうした非
連続的なキャリアを歩む可能性を前提とし
て，職業だけでなく，ライフキャリア全体の
形成に如何に「適応」し「抵抗」するかを考
えることは，女性のキャリア教育として有益
であると考えられる。加えてキャリア教育
は，個々の大学がその地域や大学の特性に即
して提供することが求められている。しかし
具体的にどのような教育を提供すればよいか
は，先行研究からヒントを得られるものの参
考にするには限界がある。
そこで，本稿は，開発したキャリア教育プ
ログラムを試行し，質問紙調査を行った結果
から効果を検討することを目的とした。
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方法
⑴　調査時期・調査対象者：
調査対象者はX地方の 1女子大学に在籍す
る学生であり，ライフキャリア全体を射程と
したキャリア教育プログラムの受講者（以下，
実験群。履修登録者数110名）と未受講者（以
下，統制群）を設定した。プログラムは第一
筆者の担当講義において実施し，第一筆者の
担当する別講義の履修者を統制群とした。
プログラムの効果を測定するため，プログ
ラムの前後（事前調査，事後調査）に質問紙
調査を行い，統制群との比較により効果を測
定した。具体的には，調査は，2022年 9 月に
事前調査，2023年 1 月に事後調査を行った。
統制群には，実験群と同じ授業回（第 1回，
第15回）の講義冒頭で調査への協力を求めた。
プログラムの内容は，臨床心理学と2000年
代のキャリア理論を基盤とし，講義全15回を
前半（第 1～ 4回）と後半（第 5～15回）に
分けて行った。前半はライフキャリアレジリ
エンス（以下，ＬＣＲ）の向上に資するもの
とし，後半はより地域・大学に特化した内容
を行うこととした。
授業の概要は，第 1回はイントロダクショ
ン，第 2回を動機づけとして，第 3～ 4回に
はゲストスピーカーとして第二著者を招いて，
既存のLCRに介入するプログラム（高橋・石
津・森田・石橋・安田，2019，高橋・鈴木，
2019）を女子学生向けに改定したものを実施
していただき，LCRの向上を図った。後半は，
ライフキャリア形成に起こりうる困難を想定
し，備えるプログラムとして，結婚・出産・
育児といったライフイベントや，様々な働き
方（雇用形態，副業・起業），学び直し・転職，
といたトピックスを取り上げ，全国や東海地
方で行われた統計調査の紹介を行い，受講者
に自分ごととして考えてもらった。折々に，
活用できる制度や法律・相談先についての情

報提供を行った。先行研究では，困難に対す
る知識の獲得がレジリエンスを高めることが
指摘されており（池田ら，2020），知識の獲
得には，困難に対処した経験の想起や他者と
の対話，起こりうる困難に備えることが有効
であるとされている。後半では，こうした方
法を用いて知識を得られるように設計した。
手続き：質問紙調査は「女性の生活と仕事
についての意識」と題して，Google formsを
用いたweb調査ないし紙面によって行った。
倫理的配慮として，調査票に研究の目的と概
要，データの取扱いと守秘義務，回答の任意
性について口頭と調査画面上で説明し，理解
を確認したうえで行った。
倫理的配慮：本研究の実施に際しては，金
城学院大学ヒト倫理審査委員会の承認を得た
（第R22004号人）。

⑵ 　調査内容：フェイスシートで，学年，学
部，年齢，性別，調査を紐付けるための
ID（個人ID）を尋ねた。
Ⅰこれまでに履修した科目・利用したサポー
ト：これまでに履修したことのある科目と利
用した学内のキャリア支援について，①キャ
リア開発科目，②インターンシップ，③個別
相談，④就職ガイダンス，⑤公務員セミナー，
の中から選択してもらった（複数選択可）。
Ⅱライフコース：理想とするライフコースと
現実にそうなりそうだと感じるライフコース
を， 6つの選択肢（①再就職コース，②両立
コース，③専業主婦コース，④わからない，
⑤非婚就業コース，⑥DINKSコース）から
ひとつ選んでもらった。
Ⅲキャリア意識・状態を尋ねる項目として以
下 4つの尺度を使用した。
①　 変化予期・変化準備：ライフキャリアに
おける転機に対して，どの程度，予測ま
たは準備しているかを問う項目として，
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離職，転職，失業についてそれぞれ自身
にどの程度起こると感じているか（予
期）と，準備ができていると感じている
か（準備）を，「全く感じない⑴」～「強
く感じる⑷」の 4件法で尋ね，合計した。

②　 Career ActionVision Test（以下，CAVT：
下村ら，2013）：将来に向けて，どのく
らい熱心に積極的に行動を行っているか
を測る「アクション」因子，将来に向け
たビジョンや夢，やりたいことなどを，
どのくらい明確にしているか，また，そ
れに向けて準備しているかを測定する
「ビジョン」因子の 2因子12項目につい
て「できていない⑴」～「かなりできて
いる⑸」の 5件法で回答を求めた。

③　�就業効力感（古市，2012）：実際の就業
場面で直面するさまざまな課題，すなわ
ち職務自体，職場の人間関係，職務上の
困難への対処，離転職などにかかわる自
己効力感を測定する項目 6項目について
「いいえ⑴」～「はい⑸」の 5件法で回
答を求めた

④　 成人版ライフキャリア・レジリエンス
（LCR）短縮版（高橋・石津・森田，
2015）：不安定な社会においてライフ
キャリアを築き続ける力として提案され
たライフキャリア・レジリエンスを測定
する尺度で，「長期的展望」「継続的対処」
「多面的生活」「楽観的思考」「現実受容」
の 5因子20項目について「全然当てはま
らない⑴」～「非常によく当てはまる⑹」
の 6件法で回答を求めた。

結果
分析は，2回の調査に協力が得られた調査
対象者126名を対象とした。全ての調査に回答
がないかIDによる紐付けができなかった対象
者は89名であった。実験群は71名（ 2年生53
名，3年生18名，平均年齢19.77歳，SD1.31），
統制群は55名（ 2年生51名， 3年生 4名，平
均年齢20.16歳，SD4.16）であった。
学部・学科は，実験群は，文学部34名，国
際情報学部 7名，人間環境学部15名，人間科
学部15名，統制群は人間科学部55名であった。
まず，尺度の信頼性を検討するために，事

前・事後調査のデータを用いてCronbachの á 係
数を算出した。結果（括弧内は事後調査の
データによる結果），変化予期は.59（.61），
変化準備は.89（.84），ビジョンは.92（.91），
アクションは.83（.88），就業効力感は.90（.94），
長期的展望は.90（.94），継続的対処は.90（.92），
多面的生活は.96（.96），楽観的思考は.85（.92），
現実受容は.87（.84）で，変化予期の á 係数
の値がやや低かったものの，.60程度あるこ
とから一定の信頼性があると考えられた。
次に，事前調査の結果をもとに実験群と統

制群のキャリア形成の状況を確認すると共に，
両群の等質性について検討した。結果はⅠ－
1～Ⅱに示すとおりで，理想・現実ライフ
コースと 2つの下位尺度において群による差
が見られたもののある程度の等質性は確認で
きたと考え，Ⅱでは両群の比較によりプログ
ラムの効果を検討した。
Ⅰ－1．履修科目と利用した支援の人数は，

Table 1 のとおりであった。キャリア開発科
目は， 1年次に必修科目として設定されてい
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るため両群とも最多で，インターンシップと
就職ガイダンスが続いた。
Ⅰ－ 2．理想・現実ライフコースの度数分
布をTable 2 に示す。χ2検定を行ったところ，
理想・現実ライフコースにおいて群による差
が有意で（χ2（4）＝10.92，p<.05：χ2（4）＝
11.80，p<.05），残差分析を行った結果，理
想ライフコースにおいて実験群の「わからな
い」が有意に少なく，現実ライフコースにお
いて実験群の「再就職」が多く「わからない」
が少なかった。理想・現実ライフコースとも
に，両群とも「両立」が最多であった。

Ⅱ．続けて，キャリア開発プログラムの効果
を検討するための検討を行った。事前，事後
における各尺度の平均値と標準偏差ならびに
差得点を求めた結果をTable 3 に示す。
事前の両群の等質性を確認するために t 検
定を行ったところ，変化の予期，LCRの「継
続的対処」に群による差が有意または有意傾
向で，ともに実験群の得点が高かった（順に
t（124）＝1.74，p＜.10，t（124）＝2.19，p＜.05）。
ただし，他の尺度に有意な差は見られなかっ
たことから，両群は概ね等質であると判断し
た。
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次に，プログラムの効果を検討するため，
差得点として事後調査から事前調査を除した
値を求め，t 検定を行った。結果，「変化準備」
と「アクション」において，群による差が有
意で，実験群における差が大きかった（順に
t（124）＝2.28，p＜.05，t（124）＝2.64，p＜.01）。
このことから，プログラムの効果が変化に対
する準備性と将来に向けた行動の 2つの側面
に表れたと考えられた。

考察
本研究は，女子学生に対するキャリア教育
プログラムを開発・実施し，統制群との比較
によりその効果の検討を行うことを目的とし
た。
両群の比較により効果を検討した結果，実
験群はプログラム終了後に離職や転職・失業
といった変化に対して，準備ができていると
いう感覚が向上するとともに，将来に向けて
積極的に行動する傾向が上昇する効果が認め
られた。先行研究では，大学のキャリア教育
は職業の準備教育にすぎないという指摘もあ
る（前田，2020）。今回の結果は，就労後の
不測の事態や転機に対応するキャリア教育の
一例として，ライフキャリア・レジリエンス
や，困難への知識の獲得を目指した教育が変
化への準備性を高めるために有効であること
を示すものとなるであろう。
今後の課題としては，今回，効果の見られ
なかった項目についても，将来の変化に資す
るものとして教育内容を検討することや，授
業中に提出された感想などの質的データを用
いて各回の授業内容を精査することがあげら
れる。
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